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金融政策を決定する12名

各国の金融政策はその国の経済動
向を見る上で重要です。特に米国の
金融政策は、米国だけでなく世界の
経済に影響を及ぼすため、市場参加
者の関心は高くなっています。

米国の金融政策はFOMCで決定さ
れます。

Vol.14

市場参加者や国民との対話を重視

FRBはFOMCを年8回開催し、失業率やインフレ率など
の経済指標をもとに経済情勢を議論し、原則多数決によ
り金融政策を決定します。FOMCメンバーはFRBの理事7
名と地区連銀総裁12名の計19名から構成され、そのうち
投票権があるのは、FRB理事7名、ニューヨーク連銀総裁、
それ以外の地区連銀総裁4名の12名です。

■FOMC参加者

Fed（連邦準備制度）

①FRB（米連邦準備制度理事会）

②FOMC
（米連邦公開市場委員会）

民間銀行

★●●●●●●（理事7名）

★●●●●●●
●●●●●

（投票権12名）

7名

5名
ニューヨークは常任
他4名は輪番

議長

金融政策
の決定

 ボストン
 ニューヨーク
 フィラデルフィア
 クリーブランド
 リッチモンド
 アトランタ

 シカゴ
 セントルイス
 ミネアポリス
 カンザスシティ
 ダラス
 サンフランシスコ

③連邦準備銀行（地区連銀）

総括

金融政策
の実施

FOMC開催後同日に声明が公表され、FRB議長の記
者会見が開かれます。FOMCによる経済動向や政策金利
の見通し、そこでの議長の発言などが注目されます。議長
による記者会見は、金融危機後に当時のバーナンキ議長
が政策運営の透明性を高めるため、2011年4月から年4
回ペースで始められました。今年からは年8回、毎回開かれ
ています。金融政策の意図を説明する機会を増やし、市
場参加者や国民との対話を円滑にする狙いがあるようです。

また、3ヵ月ごとに「ドット・チャート」も公表されます。ドット・
チャートとはFOMCメンバーが適切と考える政策金利の水
準をそれぞれひとつの点（ドット）として分布したものです。
市場参加者は分布の中央値に注目し、ここから政策金利
変更の回数を読み取ります。ただし、FRBの金融政策の意
図を知るにはFOMC後の声明や3週間後に発表される
FOMC議事要旨が重要で、ドット・チャートだけに注目すべ
きではないということに注意が必要です。
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